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前期実績との差異に関するお知らせ 

 

2027 年３月期第２四半期（中間期）業績につきまして、前期実績との差異が生じましたので下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 
１．前期実績との差異について 

2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日） 

（単位：百万円） 

 
経常収益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前期実績（Ａ） 36,427 6,047 4,371 28円56銭 

今回発表業績（Ｂ） 56,805 10,918 6,511 42円41銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 20,377 4,871 2,139 ― 

増減率（％） 55.9 80.5 48.9 ― 

（注）当行は、2026年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。 

１株当たり中間純利益については、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定

しております。 

 

 

2027年３月期第２四半期（中間期）個別業績（2026年４月１日～2026年９月30日） 

（単位：百万円） 

 
経常収益 経常利益 中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前期実績（Ａ） 33,278 5,979 4,519 29円53銭 

今回発表業績（Ｂ） 53,434 10,938 6,737 43円88銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 20,156 4,959 2,217 ― 

増減率（％） 60.5 82.9 49.0 ― 

（注）当行は、2026年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を実施しております。 

１株当たり中間純利益については、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算定して

おります。 

 

２．差異の理由 

［連結］ 主に個別業績によるものです。 

 ［個別］ 株式等売却益（対前期比＋10,713 百万円）、貸出金利息（同＋5,567 百万円）及び有価証券利息配

当金（同＋4,548百万円）が増加したことから、前期実績と比べ経常収益が増加しました。 

 

以 上 


